
■　成果

気象害は判別が難しい
　気象害とは、強風、豪雪、低温、乾燥などの厳しい気
象条件が原因で発生する、枯死、根返り、幹折れなどの
森林被害のことです。気象害が発生している厳しい気象
条件の時に人が山に立ち入ることは少ないため、被害の
発見はどうしても発生から遅れてしまいます。時間が
経ってから被害の原因となった気象現象を特定するには、
相当の経験や知識がなければ困難です。

被害対策として、森林保険の手続きとして被害原因
を知る
　気象害が発生した後には、被害木の伐採などの処理を
行い、補植や植え替えをしなければなりません。しかし、
気象害は特定の地形、樹種、樹齢で発生することが多い
ため、被害原因を特定して対策を講じておかないと、再
び同じ被害にみまわれる危険性があります。また、気象
害の被害を補償する制度として森林保険がありますが、
保険の補償を受けるには、やはり被害原因を特定しなけ
ればなりません。

タブレット一つで被害原因の判別と被害地調査をする
　それぞれの気象害が特定の条件下で発生しやすいこと
を逆手にとって、被害の発生状況から被害原因を特定す
るシステムを開発しました。開発にあたって、いつ、ど
こで、どの樹種が、どのような被害を受けたのか、既存

の被害報告や論文から情報を取り出し、それらを訓練デー
タとして蓄積しました。被害が発生したときは、タブレッ
トに表示される設問に対して現地の状況を見ながら選択
肢を選んでいくと、訓練データを参照して被害原因が判
別されます。対象とする気象害は、風害、雪害、干害、
寒風害、凍害、潮害で、被害種別ごとにそれが原因であ
る確率が計算されます（図１）。また、タブレットのGPS
で被害地の位置情報を取得するとともに、選択肢を選び
ながら、内蔵カメラでその状況を撮影しておけば、すべ
ての選択画面を終えたときには、被害状況が一通り記録
できます。さらに、森林保険と連動させれば保険の契約
情報を呼び出すことも可能です。このシステムを用いる
ことで、熟練した経験や知識がなくても、タブレット一
つで気象害の被害地調査と被害原因の判別ができるよう
になりました。

気象害の知識磨きと被害情報の収集も行えます
　被害状況の選択肢を選ぶとき、様々な角度から被害の
様子を確認するので、気象害の知識や見方が身につけら
れます。また、被害情報を統一形式で集積するシステム
になっているため、データを蓄積してシステムに学習さ
せれば、さらに推定精度を向上できます。
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山のある場所の樹木がたくさん枯れたり、倒れたり、折れることがあります。強風、豪雪、低温、乾
燥などの厳しい気象条件がそのような被害を引き起こす原因と考えられ、総称して気象害と呼ばれま
す。気象害は時間が経ってから発見されることが多く、十分な経験と知識がなければ原因を推定する
ことが困難でした。そこで、過去の気象害のデータをもとに、被害形態、地形、樹種などの被害情報
をタブレットに入力すると被害原因が判別されるシステムを作りました。また、GPSで位置情報を取
得する機能や被害地の写真を撮影する機能を組み込み、森林の管理者や森林保険にかかわる人が、誰
でもタブレット一つで被害地調査と被害原因の判別を行えるシステムとしました。
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